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アジアナンバーワンの

ビジュアルコミュニケーションプラットフォーム
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株式会社ブイキューブ 成長可能性に関する資料
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会社概要
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間下直晃が慶應義塾大学在学中に起業し、慶應義塾が初めて出資した会社
会社名 株式会社ブイキューブ
設立 創業1998年10月16日
決算期 12月
純資産合計（連結） 1,228,563千円（2013年9月末現在）
従業員数（連結） 199人（2013年10月末。臨時雇は含まない）

拠点展開国 日本・米国・シンガポール・中国・マレーシア・
インドネシア

主な株主 間下直晃、役員、社員持株会
（2013年10月末） インテルキャピタル、グロービスキャピタル

リクルートインキュベーションパートナーズ
株式会社ミライト、MUFGベンチャーキャピタル
プレミア・グローバル・サービシィズ
学校法人慶應義塾
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ブイキューブのミッション
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アジアナンバーワンの 
ビジュアルコミュニケーションプラットフォーム

ビジュアルコミュニケー
ションとは？

コミュニケーション 
プラットフォーム？

アジアナンバーワン！！

離れた場所を映像と音声
で結び、今まで移動して
会わないとできなかった
コミュニケーションをイ
ンターネットを通じて実
現します。

「いつでも」「どこで
も」『だれでも』を実現
する為の環境が、世界中
に当社が展開するクラウ
ド環境で実現されます。 
あらゆるビジネスのプラッ
トフォームを目指します。

今後成長が著しいアジア
のマーケットで、アジア
で最も使いやすいサービ
スを、欧米の押しつけ的
サービスではなく、アジ
アの中心である日本から
広げていきます。
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ブイキューブグループのグローバル展開

日本から世界へ！！

PT. V-cube Indonesia

支社・事業所 

- 日本 (東京・大阪)!

- 米国（ロサンゼルス）!
- 中国 (天津・上海・香港)!

- シンガポール!
- マレーシア!
- インドネシア!
!
対象市場 

- 日本!
- 北米!
- 中国!
- 台湾!
- シンガポール!
- マレーシア!
- インドネシア!
- タイ!
- ベトナム!
- フランス

天津柏�丰科技有限公司 !
BRAV International Limited

V-cube Malaysia Sdn. Bhd. V-cube Global Services Pte. Ltd. 
V-cube Global Operations Pte. Ltd. 

V-cube Singapore Pte. Ltd.

V-cube, Inc.(Tokyo&Osaka)

V-cube USA, Inc.

10ヵ国にサービスを提供し、アジアを中心としたグローバル化に挑戦
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ブイキューブグループ沿革
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（営業拠点）

（開発拠点）

（営業拠点）

（営業拠点）

（グローバル化推進拠点）

（グローバル化推進拠点）

（営業拠点）

（営業拠点）

（現V-cube Global Services Pte. Ltd.）
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会社概要　- マネジメントチーム -
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間下　直晃
代表取締役社長

高田　雅也
代表取締役副社長

森田　繁
取締役営業本部長

亀﨑　洋介
取締役技術本部長

小宮山　宏
社外取締役

村上　憲郎
社外取締役

1977年　東京生まれ

1998年　当社設立

2002年　慶應義塾大学大学院修了

2001年　㈱ブイキューブインターネット　

　　　　　　　取締役就任

2002年　慶應義塾大学大学院修了

2006年　当社取締役副社長就任

2013年　当社代表取締役副社長就任

㈱三菱総合研究所理事長

元東京大学総長

㈱村上憲郎事務所 代表取締役社長

㈱エナリス　社外取締役

元Google,Inc.副社長

　　　　　兼 グーグル㈱ 代表取締役社長

!

2003年　トレンドマイクロ㈱入社

2007年　㈱サイタスマネジメント　

　　　　　　　取締役副社長就任

2010年　当社入社、執行役員就任

2011年　当社取締役就任

2002年　㈱ブイキューブインターネット入社

2003年　Web会議の原型を開発

2007年　当社執行役員就任

2012年　当社取締役就任
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上場申請理由
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自己資本の充実 
更なる投資による国内外での成長加速

インフラ・プラットフォーム企業としての 
公共性の担保

信用力・知名度向上による、 
国内外のビジネス展開の促進、人材の確保
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事業概要　- V-CUBEサービス　ラインナップ -
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• ７つの基本ラインナップを、各ユーザのニーズに合わせて月額課金で販売



© V-cube, Inc. All Rights Reserved. �9

インタフェースイメージ
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一般的な使い方

会議室に集まって参加

自席から参加 
内蔵カメラ等も利用可
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テレビ会議とウェブ会議の共存共栄

© V-cube, Inc. All Rights Reserved.

　　　　　　 !　　　　　

CONFIDENTIAL DOCUMENT / 機密

テレビ会議システム常設 テレビ会議システム常設

いつでも・どこでも
資料共有や
手軽な会議に

臨場感を伝える
重要会議に

「いつでも、どこでも、だれでも」シーンに応じた最適なサービスが利用可能に

資料共有をタブレットで 自宅や自席から
ノートPCで参加

出張先・外出先から
タブレットで参加

移動中は
スマートフォンで参加

5
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インタフェースイメージ
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セミナー会場からの配信風景

スタジオからの配信風景
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２．事業概要　- ビジネスモデル -

「クラウド」型

「オンプレミス」型

ブイキューブ 
グループ

お客様
一般企業

金融機関

官公庁

教育機関

医療機関

月額利用料

サーバ・ライセンス販売

導入費用＋月額保守料

サービス提供

代理店 
OEM

代理店 
OEM

80%超

20%弱

法人を対象とした、「クラウド」型を中心としたビジネス展開
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事業概要　- ビジュアルコミュニケーションマーケット -
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・テレビ/ウェブ会議
・オンラインセミナー
・営業支援（ウェブ相談）
・遠隔教育
・遠隔医療・診断（カウンセリング）
・映像配信
・オンラインサポート
・その他

・テレビ/ウェブ会議
・オンラインセミナー
・営業支援（ウェブ相談）
・遠隔教育
・遠隔医療・診断（カウンセリング）
・映像配信
・オンラインサポート
・その他

ウェブ会議だけではない幅広い市場
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市場動向について
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テレビ会議

ウェブ会議

無料のビデオチャット

導入企業規模
大

個人

中小 
中堅

電話会議

映像コミュニケーションの市場規模予測

株式会社シード・プランニング「2013ビデオ＆オーディオコミュニケーションの最新市場動向」
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事業概要　- V-CUBEサービスの優位性 -

競合他社は 
インストール必須

月に1度以上の 
機能改善を実現

Windows, Mac, 
スマホ,タブレット

アジア・大企業 
に必須の柔軟性

10ヵ国に 
展開された
グローバル
インフラ

企業のセキュ
リティを 
維持可能
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0

650

1,300

1,950

2,600
国内クラウド型 国内オンプレミス型 その他

業績について　- 売上高・経常利益推移
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（百万円）

その他

80.9%

82.1%

リーマンショック

・オンプレミスからクラウドに急速に移行 

・「クラウド」型売上比率80％超

連結経常利益
海外事業 2,590

1,161 1,183

1,434

1,641

1,953

1,686

2,005

2008単体 2009単体 2010単体 2011
単体 連結

2012
単体 連結 2013連結予想売上

13
107

304
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1対N対N型のプラットフォームモデルの展開

成長戦略
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安定的な積み上げビジネスの加速

アジア・北米を中心とする海外展開の拡大

OEM・パートナー展開を中心とした拡大

引き続き国内でのシェア拡大

当社→当社のお客様→エンドユーザ（コンシューマ）へのサービスモデルの拡大



© V-cube, Inc. All Rights Reserved.

成長戦略  - 国内シェアの一層の拡大 -
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OEM・パートナー展開を中心とした拡大（販売強化）
メーカー子会社の既存競合サービスへのOEM提供 等 
100社以上の全国に広がる販売パートナーの更なる活性化支援

●m3.comのメディア力 
　-約25万人の医師会員 
　-60万人超の医療従事者会員(医師会員を含む) 
●既存事業における製薬企業へのチャネル 
●医療ヘルスケア領域での展開ノウハウ

●日本市場シェアNo.1の 
 ビジュアルコミュニケーションプラットフォーム 
●国内SaaSサービスとしては最大規模の運営実績 
●医療ヘルスケア領域での豊富な実績とノウハウ

医療分野への提供

エムスリー株式会社との資本業務提携による医療領域No1戦略の推進

プラットフォームモデルの一例
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成長戦略  - アジアを中心とする海外展開 -
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展開国の拡大

営業リソースの投入

優良事例の横展開
・中国における自動車会社向け提供 
・タイ、中国における危機管理ソリューション 
・途上国の大学における遠隔教育　　　etc…

直販にて市場性の確認できているマレーシア、中国での営業 
リソースの大型投入による収益拡大

未展開国への拠点展開・パートナー開拓の実施
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成長戦略  - 将来イメージ -
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V-CUBEクラウドサービ
ス 

の基礎的積上成長

OEM提供
海外展開

プラッ
トフォ

ーム事
業

　1対N対N型のプラットフォーム事業の展開 

　海外展開の拡大 

　OEM提供を中心とした拡大 

　安定的な積み上げビジネスの加速 

2013 2014 2015 2016

過去のストック
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アジアナンバーワンの 
ビジュアルコミュニケーションプラットフォーム

ありがとうございました。
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本資料の取り扱いについて
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　本資料に含まれる将来の見通しに関する記述などは、現時点における情報に基づ
き判断したものであり、マクロ経済動向及び市場環境や当社の関連する業界動向、
その他内部・外部要因等により変動することがあり得ます。 
　従いまして、実際の業績が本資料に記載されている将来の見通しに関する記述等
と異なるリスクや確実性がありますことを、予めご了承ください。


